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	応用
	抗原情報
	背景
	KLHL13（kelch-like 13）は、BKLHD2（BTBおよびkelchドメイン含有タンパク質2）としても知られ、604アミノ酸からなるタンパク質で、6つのKelchリピートと1つのBTB/POZドメインを含みます。主に脳で発現するKLHL13は、タンパク質のユビキチン化に関与すると考えられており、E3ユビキチン-タンパク質リガーゼ複合体の基質特異的アダプターとして機能する可能性があります。E3リガーゼは、E2ユビキチン結合酵素からユビキチン残基を受け取り、その残基を分解対象となるタンパク質に直ちに転移します。具体的には、KLHL13は、ユビキチンを介したタンパク質分解におけるタンパク質の選択的標的化に関与するCullinファミリーメディエーターのメンバーであるKLHL9およびCUL-3と相互作用します。 KLHL13 は、BTB と C 末端 Kelch (BACK) モチーフを介して、CUL-3 リガーゼ内の基質を空間的に配向する役割を果たすと考えられています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Hela（1）およびMCF-7（2）細胞溶解物に対するKLHL13マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	KLHL13マウスmAb（緑）を用いたNTERA-2細胞（左）およびU251細胞（右）の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	KLHL13 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した 3T3/L1 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	KLHL13 マウス mAb と DAB 染色を使用した、パラフィン包埋ヒト脳組織 (左) と膵​​臓組織 (右) の免疫組織化学分析。

